
 
 
 
 
 

 

能登半島地震の支援と私たちの災害対策 

～緊急報告会～ 

(2024 年７月５日実施) 

 

報告書 

 

 

 

 

2024 年７月 

 

主催 

地域連携災害ケア研究センター 

地域連携・貢献センター 



 

 

 
                    

目次  

 

Ⅰ はじめに 

１ 序文        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

２ 開催について    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

 

Ⅱ 報告① 

 １ 概要        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５ 

 ２ 資料        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  16 

■ 「能登半島地震における医療活動への打撃と重要課題」 ・・・   16 

    市立輪島病院 崎田弘美 透析室師長（オンライン参加） 

 ■ 「能登半島地震における日本災害時透析医療協働支援チーム（JHAT） 

の活動と学び」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   27 

地域連携災害ケア研究センター長 山家敏彦 特任教授  

■ 「能登半島地震における厚木市職員による支援活動について」   37 

     厚木市企画部危機管理課防災対策係 櫻井亘 主幹兼係長 

 ■ 「能登半島地震における保健師派遣と医療ボランティア 

の活動と今後について」 ・・・・・・・・・・・・・・・   52 

厚木市地域包括ケア推進課 郡司千和美 主幹兼在宅福祉係長   

■ 「能登半島地震の家屋損壊の状況とその課題」 ・・・・・・    62 

損保ジャパン株式会社神奈川支店厚木支社 井上康平 支店長代理      

 ■ 「あつぎ３D デジタルマップによる被災対策への期待」 ・・・  74  

厚木市都市計画課 丸野司朗 主事  

 ■ 神奈川工科大学 防災・減災に向けた活動   ・・・・・・・  88 

 

Ⅲ 参加申込状況・アンケート集計結果 

１ 参加申込状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    93    

２ アンケート集計結果  ・・・・・・・・・・・・・・・・・   94     



 

 

1 
 

Ⅰ―１ 序文   

 

 昨今、自然災害が頻発しており、とりわけ本年 1 月 1 日の能登半島地震は甚

大な被害があり、復興には長い時間を要する状況です。発災から半年を経ても、

未だに 2 千人超が避難を余儀なくされている状態であり、人口の流出も課題と

なっています。地域の伝統工芸、また、漁業・農業などの産業振興も国、地方行

政、民間をあげて検討しなければならないことが山積みとなっています。さらに、

避難所においても、高齢者が身を寄せて暮らしている中で、気温が高く暑さが体

を消耗させていると聞き及びます。このような厳しい現実の下、私たちは能登半

島地震に対する関心を薄くすることなく、緊急報告会を開くこととしました。 

 おりしも、本学が市民と共に活動する KAIT TOWN の 2024 年 4 月開設に

あたって、もっとも今日的な緊急テーマをとりあげて、地元の住民の方の参加を

いただき、また、都合で大学までは足を運ぶことが困難な方へのオンライン配信

を行うことで、本テーマを広く関心のある方々に開いていくことが、KAIT 

TOWN 開設の主旨にも合っていると考えたところです。 

とりわけ、市立輪島病院の崎田弘美透析室師長より多忙な中、オンラインにて

現地からの報告をしてくださることとなり、本緊急報告会が双方向の議論にも

つながることとなりました。この報告会が充実させることができたことに感謝

したいと思います。合わせて、本学に本部が置かれている JHAT(日本災害時透

析医療協働支援チーム)代表の山家敏彦特任教授の現地派遣に基づく支援視点か

らの報告と合わせて、視聴していただくことで医療的ケアの分野での課題を見

出すことができました。 

合わせて、厚木市役所各部署からの支援活動の報告と共に、これからの災害対

策にも有効と考えられる 3D デジタルマップについても将来志向へのヒントと

して報告された。その他、損保ジャパン株式会社、フランスベッドメディカル大

和営業所、株式会社クレーバーラクーン(まごスピーカー) 、ステラリスメディ

カル株式会社(つながる透析くん) 、東レ・メディカル株式会社(つながる透析く

ん) の協力を得て、災害時の対応、準備に関する多様な情報をご提供いただきま

した。 

ここに、緊急報告会の大まかな報告書をまとめさせていただきました。多くの

皆様のご協力を得て、実施できましたこと、感謝申し上げます。そして、今後と

も皆様と連携しながら、災害時の対策を進めてまいりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願い致します。 

 

神奈川工科大学 地域連携災害ケア研究センター 山家 敏彦センター長 
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Ⅰ―２ 開催について 

 

KAIT TOWN オープン・イベント 
 

< オンライン・対面ハイブリッドにて公開講座 > 

 

「能登半島地震の支援と私たちの災害対策」 

緊急報告会 

 

 

< 概要報告及び配布資料 > 

 
日時： ２０24 年 7 月 5 日（金） 13:30～16:00 

場所： 神奈川工科大学 KAIT TOWN 「市民・e スポーツ ホール」 

主催： 神奈川工科大学 地域連携災害ケア研究センター 

神奈川工科大学 地域連携・貢献センター 

後援： 厚木市 ・ 厚木市社会福祉協議会 

災害復興くらし応援・みんなのネットワークかながわ（みんかな） 

                  情報保障: 手話通訳、要約筆記通訳、ヒアリング・ループ 
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― プログラム ―  

13:00 受付 (会場内にて防災用品の展示（12:30～13:30） 

13:30 開会挨拶  神奈川工科大学 小宮 一三 学長 

13:35 報告Ⅰ (4 題各 15 分～20 分) 

 

「能登半島地震における医療活動への打撃と重要課題」 

  市立輪島病院 崎田 弘美透析室師長 (オンライン参加) 

 

「能登半島地震における日本災害時透析医療協働支援チーム(JHAT)の活動と

学び」 

神奈川工科大学・地域連携災害ケア研究センター長 山家敏彦 特任教授 

 

「能登半島地震における厚木市職員による支援活動について」 

  厚木市企画部危機管理課防災対策係 櫻井 亘 主幹兼係長 

 

「能登半島地震における保健師派遣と医療ボランティアの活動と今後について」 

  厚木市地域包括ケア推進課 郡司 千和美 主幹兼在宅福祉推進係長 

 

14:45 報告Ⅱ(2 題各 15 分) 

「能登半島地震の家屋損壊の状況とその課題」 

損害保険ジャパン株式会社神奈川支店厚木支社 井上康平 支社長代理 

 

「あつぎ３D デジタルマップによる被災対策への期待」 

  厚木市都市計画課 丸野 司朗 主事 

 

15:15 質疑応答・意見交換 (30 分) 

  進行 神奈川工科大学地域連携・貢献センター 小川 喜道センター長 

 

15:45 本報告会を拝聴して～本学の防災・災害対策にあたって～ 

       川工科大学経営本部 久保田 昌彦 理事 

 

15:55 閉会挨拶 地域連携災害ケア研究センター長 山家 敏彦 特任教授 

 

16:00 閉会 
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Ⅱ―１ 

緊急報告会の概要 

第一部 報告① 

冒頭の第一題は、「能登半島地震における医療活動への打撃と重要課題」とし

て、市立輪島病院の崎田弘美透析室師長より現地からオンラインにて報告を受

けた。 

 輪島市の概要、輪島市の人口（震災前から震災後）、医院の紹介、透析につい

ての基礎知識などについて説明をしていただき、1月1日の発災からの時々刻々

の状況を報告してくださった。人工透析が再開されるまでの対応、スタッフは透

析室に宿泊、災害支援ナースもさまざまな事情により十分な人数を維持できな

い厳しい状況が報告される。その間に、自衛隊員による他の透析病院への移送な

どが繰り返され、切迫した状況が伝わってくる。 

このような報告の中で、崎田先生は、今後の課題として、・夜間、休日の災害

時もスタッフ全員が災害マニュアルを理解し行動できるようにしておく必要が

あること、・透析患者自身の災害対策への意識づけ、・震災後の看護師、コメディ

カルスタッフの不足の補完の必要、・震災による病院損傷の修復の急務などが提

起された。さらに、大いなるヒントとして、崎田先生が感じたこととして、「自

分の身は自分で守る！保険証・マイナカード・貴重品・災害グッズなど持ち出せ

るようにしましょう」、そして「スマホか携帯電話にお薬手帳の画像を保存して

おくことが大事！」などを訴えておられました。 

第二題の本学地域連携災害ケア研究センター長 山家敏彦特任教授からは、

「能登半島地震における日本災害時透析医療協働支援チーム(JHAT)の活動と

学び」と題して、JHAT の概要、支援物資供給センターの活動が紹介された。 

時系列では、1 月１日発災後、直ちに本部立ち上げ、情報収集を開始、1 月 2

日業務支援・隊員募集開始、1 月 8 日～13 日第１次業務支援実施、1 月 31 日

～３月３０日第２次業務支援実施の流れとなっている。大きな課題としては、能

登半島の道路の寸断で物資輸送の困難を極めたことが挙げられる。いずれにし

ても、物資支援は 1,137 箱に及んだ。出務者は 123 人であった。業務支援に

ついての課題を挙げれば、・派遣可能な隊員の不足→これには、行政のバックア

ップが必要、・先遣隊の迅速な派遣→厚生労働省からの支援、協力が必要、・隊員

教育体制の充実→隊員養成研修会を増やし隊員の増加を図ることが必要、また、

研修会参加の費用負担、そして、・被災施設の再稼働への支援や・業務支援を受

ける(受援)申し込みの周知が必要など多々課題が挙げられた。これらを今後の

JHAT の活動の中で取り組んでいくことになる。 
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第三題は、厚木市危機管理課の櫻井係長より支援活動が報告された。行政職員 

の派遣は、現地で必要な行政的手続きの支援であり、期間は令和６年２月９日

（金）～16 日（金）の７日間、志賀町役場。派遣職員は県職員５人、市町村職

員 27 人（うち６人）で、従事内容は罹災証明の発行。申請件数 5,256 件、発

行件数 3,474 件(令和６年２月８日時点)。建物は倒壊しておらず、そこでは、

電気が利用できたので、スマートフォンの充電の他に、湯沸かしポットや電子レ

ンジ、血圧計など家電製品が使えていた。また、２月 14 日にはデジタル庁が避

難所に Suica を導入し、利用者情報を登録した Suica を読み取ることで、どこ

の避難所に高齢者がどれくらいいるのか、子どもがどれくらいいるのか、といっ

た情報を把握しやすくし、より効果的な支援を効率的に行えるようにしていた。 

後に派遣された職員の所感となるが、震災から 1 か月がたち、避難所自体は

大きな混乱はなく落ち着いた様子であったが、普段通りの生活を取り戻すまで

には、まだ時間がかかりそうであることが見て取れた。災害直後の避難所開設か

ら、後に派遣に入った職員が見た印象としては、安定的な避難所生活が送れるよ

うになるまでは、自助、共助という観点が大切であると感じたという。もちろん、

自治体側でも、災害時の計画を立て、食糧品や飲料水、避難所開設に必要となる

資機材等の備蓄は行っていたり、厚木市からも今回、食糧品や飲料水、紙おむつ

や生理用品、ブルーシートやモバイルバッテリーなどの物資を支援したが、他自

治体からの支援も考えられる。しかし、被災直後すぐに皆様の元に届くかといえ

ばそうではなく、やはりご家庭での備蓄等を進めていただくとともに、災害後は

そういった支援物資が、各地より届けられ、それを各避難所の必要数と照らし合

わせ配分していくことが重要であると感じた、とのお話を受けた。 

第四題として「能登半島地震における保健師派遣と医療ボランティアの活動

と今後について」 厚木市地域包括ケア推進課郡司係長より報告がされた。とり

わけ市からの派遣内容以外に、医療ボランティアメンバーとして別途 3 月に能

登半島に支援に向かった内容についての報告もなされた。それは、DC-CAT

（Disaster Community Care Team）であり、約 300 名の現役の看護・ケア

職の専門家集団として組織されている。災害亜急性期～慢性期を中心に、被災地

の県庁・基礎自治体や職能団体、各所の保健医療福祉調整本部、NPO 等と連携

しながら、フェイズに応じた支援提供を行っている。 

活動内容としては、①避難所等におけるケア提供、既定の研修を修了した看

護・ケア職が被災地に出向き、直接支援にあたり、助かったいのちのその先の”

生きる”を支え、災害関連死の阻止に努めている。②直接支援の現場コーディネ

ート・他団体との相互理解の上での協働による支援スキームの構築、フェイズに 

応じた支援、また被災地および住民の方々のニーズベースの支援のコーディネ

ーションを行う。③自治体や地元の職能団体・医療福祉機関等との協働による地
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域共生社会・地域包括ケアの復旧支援など、コミュニティ復旧を目指している。

④被災地におけるケア提供に関する Quality Management のための教育・研

修・フィードバックの実施、アカデミア機関との連携により、提供される支援の

質の担保、評価、改善を行っていく。現在、石川県庁および輪島市、穴水市、七

尾市、志賀町などの自治体、また職能団体と連携しながら、避難所や福祉施設に

専門職を派遣、ケアを提供している。厳しい環境の中で、必要なケアが受けられ

ず、衰弱しつつある高齢者がたくさんおられ、十分な支援が提供できていない避

難所や地域もまだ存在している。専門職たちも被災者と同じ、厳しい状況の中で、

一つでも多くのいのちを守ろうと、また助かって良かったと思ってもらえるよ

うなケアを模索してがんばっているとの報告があった。 

 

第二部 報告Ⅱ 

 

 第二部では、少し角度の違う報告が 2 件行われた。 

「能登半島地震の家屋倒壊の状況とその課題」と題して、損害保険ジャパン株

式会社神奈川支店厚木支社の井上康平支社長代理より報告があった。地震保険

受付件数 33,867 件、完了件数 32,238 件、完了率 95.2%(6 月 15 日現在)。 

 近年の自然災害としては、2018 年 9 月の台風 21 号、同年 10 月台風 24

号、2019 年 9 月台風 15 号、そして 2022 年福島県沖地震、これらは事故件

数が 10 万件を超えるものであった。 

 能登半島地震は、1 月 1 日 16 時 10 分地震発生、即時危機対策本部を設置、

16 時 45 分に対策会議を実施している。（当日の対応）としては、・現地の保険

金支払部門・営業全員の安否確認完了、・現地システム関連のネットワークに影

響が無い事の確認、・店舗などの被害状況・業務継続確認、・代理店・お客様の被

害状況確認開始、・災害対策本部立ち上げ準備開始（職員応援・鑑定人手配・現

地入りルート・インフラ整備など）であった。 

1 月 4 日より現地に加えて、大阪・東京でのバックオフィス開設準備、・現地

災害対策本部への応援要員現地入り、・対策本部インフラ準備完了と続いた。 

１月４日（新年営業開始日）より、・金沢・新潟・富山・福井で災害対策本部

立ち上げ、 ・大阪・東京でバックオフイス開設、・９時時点の事故受付１，４

８７件（火災１，４５２件、自動車３５件）、・１７時までに累計３，２１５件の

事故報告受け（火災３，１０８件、自動車１０７件） 

１月７日 ・累計事故受付５，２８３件、 ・約１割の実地調査アポイント完   

      了 

１月１０日・累計事故受付７，７３７件（当日７１７件） 

１月１５日・累計事故受付９，９４６件 
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  （参考：新潟２，５６０件、石川４，４３４件、富山２，９５２件） 

 ・約５割の実地調査アポイント完了 

 ・約２割での実地調査完了 

こうして、被災者への補償が行われていることについて、初めて知ることが多い。

保険会社の現場で、「苦労した点」として挙げているのは、 

・交通インフラ遮断により応援要員現地入りが困難であったこと 

・一部で電波状態が悪く、職員間の携帯電話連絡に困難が生じる場面があった 

（社内ネットワークに問題なし） 

・耐震構造の遅れによる家屋倒壊が多かった 

・感染症対策などが挙げられており、つぎのような課題も切実なものであっ 

た 

・余震が続くなかでの社員の安全確保を行いながらの支払業務 

・デジタル化は進んでいるものの、地震保険は全件の現地調査が必要で多くの 

 人員確保が必要 

 一方、「順調に推移した点」としては、 

・日頃の体制整備により営業初日に災害対策本部が設置できた 

・欠損なくほぼ全ての受電対応（事故受付）が行えた 

などであった。 

 

 第二題として「あつぎ３Ｄデジタルマップによる被災対策への期待」と題して、

厚木市都市計画課の丸野主事から次のようにお話しがあった。 

厚木市では３D デジタルマップ作成し、４月１日から HP で公開している。

これは今国で推進しているプロジェクトで、神奈川県で整備している自治体は

まだ厚木市を含め５自治体と少ないが、全国的に推し進めている取組になる。 

３Ｄ都市モデルとは、現実の都市空間をデータ上で再現した３Ｄの「デジタル

地図」である。もともと市で保有するデータを基に、建物を立体化し、用途や階

数などの情報を加え、構築する。３Ｄ都市モデルは国土交通省が主導しており、

2020 年から日本全国の 3D 都市モデルの整備プロジェクトである「Project 

PLATEAU（プラトー）」を進めている。厚木市はこれに昨年度参画し、整備を

行った。厚木市では、このプラトーのページだけではなく、市独自の閲覧用ビュ

ーアも整備した。市民の皆様がインターネット上で被害想定を直感的に理解で

きる閲覧用マップ。ベーシックなマップからオールハザードマップ、災害関係以

外のマップまで備わっている。厚木市のホームページから、オンラインサービス

の３D デジタルマップを開く。報告では、浸水洪水・土砂災害ハザードマップを

開いて紹介してくれた。利用規約が出るので、同意するとマップが開く。マップ

はパソコンだけではなくスマホからも見られる。 
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さらに、厚木市で策定した「防災都市づくり計画」に定めている体系図があり、

国では過去の災害の教訓を踏まえ、建物の耐震化などの防災対策だけでなく、災

害時に被害を最小化する「減災」の考え方を取り入れ、総合的な「防災・減災対

策」を進めることとしている。  

ただ、 防災・減災対策を行っても大規模な自然災害は発生する。被災後の復

興を早期かつ的確に行うため、事前に復興まちづくりについて準備しておく「復

興事前準備」の取組が推進されている。  

復興の流れとしては、災害発生後、応急、復旧があり、最後に復興がある。復

旧とは、被害を修復して元の状態に回復すること。道路や電気・ガス・水道等の

ライフラインの被害を、生活できるように元の状態に戻すことをいう。一方で、

復興とは、まちを元の姿に戻すことではなく、被災前に比べて、より良い状態に

することをいう。より良い状態というのは、「被災前よりも災害に強く活力のあ

るまち」「安全性の向上」「生活環境の向上」「産業の高度化や地域振興」などを

指し、それらをこうした３D デジタルマップを通して貢献できることを目指し

ている。 

 

第三部 防災・関連機器類の展示説明 

 

 以上、報告 6 件の概略をあげたが、これらの報告以外に、各企業様が、会場

内で防災や福祉機器類の展示、説明を行っていただいた。今後の連携も含めて協

力し合っていきたい。 

 

協力:  

フランスベッドメディカル大和営業所 

株式会社クレーバーラクーン(まごスピーカー) 

ステラリスメディカル株式会社(つながる透析くん) 

東レ・メディカル株式会社(つながる透析くん) 

 

なお、参加者の概要は、別途示した通りだが、さまざまな防災、生活ケアに関わ

る方々がアクセスしてくださった。オンラインでは、厚木市民、県民、行政職、

専門職など。また、対面では地域自治会、社協・災害ボランティア関係者、地元

の企業、団体、教職員、学生等、大学にお越しいただける地域の方々にご参加い

ただいた。 

 

 最後にお礼と所感を本学経営本部の久保田昌彦理事より、挨拶させていただ

いた。 
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終了時間の 16 時には、本学、地域連携災害ケア研究センターの山家敏彦センタ

ー長より閉会の挨拶をさせていただき、無事に閉会となった。 

 

 末尾となりましたが、今回の報告会における情報保障として、手話通訳者・要

約筆記通訳者・ヒアリングループの敷設等を行いました。手話通訳者・要約筆記

通訳者の派遣につきましては、神奈川県聴覚障害者総合福祉センターよりご配

慮をいただきましたこと、お礼を申し上げます。 

 以上、皆様のご協力、誠にありがとうございました。 

 

文責: 地域連携・貢献センター 小川喜道センター長 

 

 

 

 

 

小川喜道（進行） 

 

神奈川工科大学名誉教授  

地域連携・貢献センター長 
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発表及び会場の様子など 

会場内 
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報告１ 

■ 能登半島地震における医療活動への打撃と重要課題 

市立輪島病院 透析室師長 

崎田 弘美 

 
 会場のスクリーンの映像（zoom 画面） 

上段 左：手話通訳士 中央：小川地域連携・貢献センター長  

右：市立輪島病院崎田師長 

下段 左：要約筆記画面 右：会場内の様子 
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■ 登半島地震における日本災害時透析医療協働支援チーム（JHAT）の活動 

と学び 

神奈川工科大学地域連携災害ケア研究センター長 

神奈川工科大学臨床工学科特任教授 

山家 敏彦 

 

 

  

 

■ 能登半島地震における厚木市職員による支援活動について 

厚木市企画部危機管理課防災対策係 主幹兼係長 

櫻井 亘 
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■ 能登半島地震における厚木市職員による支援活動について 

厚木市企画部危機管理課防災対策係 主幹兼係長 

櫻井 亘 

 

 

■ 能登半島地震における保健師派遣と医療ボランティアの活動と 

今後について 

厚木市地域包括ケア推進課 主幹兼在宅福祉係長 

郡司 千和美 
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報告２ 

■ 能登半島地震の家屋損壊の状況とその課題 

損害保険ジャパン株式会社神奈川支店 厚木支社長代理 

井上 康平 

 

■ あつぎ３D デジタルマップによる被災対策への期待 

厚木市都市計画課 主事 

丸山 司朗 
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令和6年能登半島地震能登半島道路の緊急復旧の状況 令和6ば芦ば賢芯
分時点 l

01/2から幹線道路の緊急復l日に着手。24時間体制を構築し、地元を中心とした各建設集協会や(-社）日本建設業連合会の応援を受け、緊急復18作業を順次実施．
0沿岸部では袖災箇所が多歎靖認されているため、自衛隊と渾携し，内粋憫・海側の両方からくしの菌状の緊急復1日も進めており、且左回で通路を確保．
0孤立集落は1/19に実質的に解消。引き続き、水道・電力などの要望、自治体の要請を踏まえ、緊急復1日を実施。

•主要な幹線道路における緊急復旧の進捗円 幽9“LI国道百百吾窟酉百落］

;; 現在
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•生活インフラ復旧に必要な重要囲所
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断水の状況

1月1日

1月26日

16市町

8市町

約 11万戸

・レ［荘四［西吐五玉伍丞如ーり］
約 44

,.
145戸

給水対応

給水車派遣：日本水道協会（全国の241自治体）
陸上自衛隊、航空自衛隊

国土交通省各地方整備局

【最大】

【現状】

（内訳）
輪島市
穴水町
七尾市
羽咋市

約10,000戸
約 2,600戸
約15,400戸
約 85戸

珠洲市
能登町
志賀町
内灘町

約4,800戸
約5,300戸
約5,200戸
約 760戸

※断水解消
白山市、加賀市、津幡町、宝達志水町、
金沢市、能美市、中能登町、かほく市

給水支援 ：海上保安庁の巡視船、海上自衛隊の

多用途支援艦による給水車への水の補給

環境政策課076(225)1463
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DC-CAT Facebook
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DC-CAT Facebook
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Ⅳ―１ 参加申込状況 

 

会場参加申込 オンライン参加申込 合計 会場参加 オンライン参加 計

災害関連団体 2 17 19 4

相談機関 4 1 5 3

大学 7 7 14 9

行政 3 16 19 8

市議会議員 3 0 3 3

自治会 8 0 8 8

病院 1 14 15 1

その他 6 13 19 5

報道 0 1 1 0

合計 34 69 103 41 60 101

事前申込状況・当日参加状況

60

事前申し込み
事前申し込み

当日参加
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Ⅳ―２ アンケート集計結果 

 

 

 

会場参加者のアンケート回答（自由記載・要約） 

・ 地震の備えについて、改めて意識する事ができました。（自治体等） 

・ 貴重な体験談などを聞くことが出来ました。多くの市民に知ってもうた

めにも本日の情報を広めてほしいと思いました。“災害”という事に関し、

一度に多様な機関からの話を聞けたのは大変有意義だと感じました。（自

治体等）） 

回答率

設問１ 本報告会は有意義でしたか？

計

45

1

0

46

アンケート回答者所属

会場参加 オンライン参加

33

0

「能登半島地震の支援と私たちの災害対策」緊急報告会アンケート集計結果

はい

どちらともいえない

回答数/参加者数参加方法 回収率

46/101 46％

33/41会場参加

オンライン参加 13/60

80％

22％

全体

政治（市議会等）

0

12

1

0

1333計

いいえ

医療機関

その他

所属なし

1

4

4

10

2

3

1

7

1

災害関連団体

相談機関

教育/研究機関

行政（自治体等）

33 13計

0

2

1

0

会場参加 オンライン参加

2

0

2

6

0

自治会
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・ 輪島市内の発災時、直後の状況をお聞き出来、想像より大変な状況だっ

たと改めて知る事が出来ました。貴重なお話しをありがとうございまし

た。まだまだ大変な生活が続くと思いますが、応援しています。災害は

いつどこで起こるかわからないですが、まずは自助、自身が出来る事の

取り組み、次に共助。いろいろな視点で想定し、対策を考えていく必要

を改めて感じました。（相談機関） 

・ 資料がしっかりと作成されていて、一人の時間も集中して聞ける 15～

20 分で良かったです。このようなイベントは、また参加させて頂きたい

です。（その他） 

・ 能登半島地震の支援を通じて、自分事として感じられ、考える機会にな

りました。（相談機関） 

・ 大変興味深く、有意義だった。特に 3D デジタルマップによる復興に向

けての対策など、話し合ってみたいと思った。私は石川県七尾市出身で

す。このような様々な支援に対し、とても感謝しています。（その他） 

・ 普段安穏として暮らしているので、いざ災害が起こった時、以前からの

準備の大切さが大変よくわかりました。（自治会） 

・ 能登半島地震の支援活動に感動するとともに、状況をふまえ、厚木市に

置き換えての提言や保険会社、厚木市の分析など災害に対する備えとし

て大変参考になりました。 

神奈川工科大学さんの貢献に感謝したいです。今後も様々な角度から災

害を見ていきたいです。（災害関連団体） 

・ 災害時のトイレ問題は広く知られており、各自治体も対策を進めており

ますが、まだまだ足りてないと感じました。物資の中に「下着」が無か

ったというお話もありましたが、盲点でした。考えれば分かるように思

えますが、そこまで至っておりませんでした。市の状況を確認し、進め

ていきたいと思います。（市議会等） 

・ 本日は、貴重なお話をうかがえ、大変にありがとうございました。災害

に強いまちへ、しっかりと学ばせていただきます。（市議会等） 

・ 災害を「自分事」として考え充て行きたいと思います。（自治体等） 

・ お風呂に入れない・トイレが困ることに対して、自助で、どうしたらい

いのか、自分ごととして考えていきたい。（自治体等） 

・ 被災する・しないに関わらず、自分ごととして、とらえることが重要だ

とわかりました。（自治体等） 

・ 様々な視点からの報告を聞くことができ、大変勉強になりました。（自治

体等） 

・ 一般にも公開してのこの様な企画は素晴らしかった。（その他） 
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・ 大学が地域貢献をすること。そこで学んだ学生が地域や社会に出て活躍

すること。素晴らしいことだと思いました。（相談機関） 

・ とても役に立ちました！（教育/研究機関） 

・ 災害時には多くの組織・団体が関与されていることを改めて認識した。

自分は行政の立場として、それら組織団体に指示する側なので、しっか

り組織・団体を覚えたい。（自治体等） 

・ おごりと風化（まさに、そのとおりだと思います）非常に共感しており

ます。私も石碑となるよう心掛けて行きたいと思いました。（自治会等） 

・ 災害が起きる度に、色々考えたり、対策をするが、すぐに忘れてしまい

ます。今回の話をお聞きして改めて意識していこうと思いました。（その

他） 

・ 様々な形でかかわっている方々の生の声が聴けて良かったです。（その他） 

・ 貴重な報告を聞かせていただき、ありがとうございます。神奈川工科大

学のこれからの地域と連携していく取組に期待しています。又、協力し

て行きたいと思います。１つだけ、災害の最初からの心のケアとボラン

ティア（専門家ではない）の役割にも取り組んでほしいです。（その他） 

・ 今回、災害時に「命を守る」という事が大事だという事を学べました。

自治会では、要介護者を抱えている現状で「命を守る」事の対応につい

て、今後の大きな課題である事を感じました。（自治会） 

・ とても参考になる内容でした。今後、当法人の随所に役立てたいと思い

ます。（医療機関） 

・ 災害は予想で出来ないので、常に起こることを考え、それに備える準備

が大切だと思いました。支援に参加された方の話が開けたことがとても

重要で、また自分が何ができるのかを考えさせられた時間でした。（教育

/研究機関） 

・ 被災地の様子や、被災地の様々な対応を知ることができ、とても参考に

なりました。（その他） 

・ 本日はこのようなイベントに参加できありがとうございました。またっ

買いがありましたら、宜しくお願いいたします。（教育/研究機関） 

・ 本日は有意義な会をありがとうございました。現地のお話は本当に貴重

なお話で参考になりました。（自治体等） 

・ 私ども以下のような事項の連携が可能と思いました。 

 〇 支援物資供給（ニーズと届くもののマッチングが課題） 

    〇 避難所の避難者名簿作成 

    〇 損害保険の現地調査への協力 

    〇 ３D デジタルマップ（常に現行化が必要、元地図データの更新） 
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オンライン参加者のアンケート回答（自由記載・要約） 

・ 公開イベントなので、もう少し事前準備をして進めて欲しい。（その他） 

・ 支援者への支援と、受援の力を高めていきたいと思いました。（自治体等） 

・ 神奈川 DWAT との合同訓練、合同研修について、後日ご相談させてい

ただけましたら幸いに存じます。（自治体等） 

・ 能登半島地震でたくさんの方たちの支援があったことを改めて感じまし

た。会場や、ＺＯＯＭに大勢の方が参加されていたことにも驚きました。

関心をもってくださっていることに感動しました。（医療機関） 

・ 色々な業種の方からお話を聞けて良かったです。今後の災害医療に少し

でも活かせていただきたいと思います。今後もこのような会を開催して

いただけたらと思います。（医療機関） 

・ 医療、保健も被災地支援、避難所のスイカ活用、デジタル化について関

心を持った。ただ、避難所での生活環境については、災害大国に関わら

す、全くの後進国。（災害関連団体） 

・ 大変参考になりました。地官学連携の理想形と思います。（その他） 

・ 様々な分野のお話を聞けて、非常に有意義でした。地震や台風等の災害

が起きても、風化してしまう。改めて防災、減災の大切さを感じました。

（自治体等） 

・ 病院への支援物資で、下着が一枚もない。断水中は選択ができないから、

下着が必要になるとの話は印象的でした。防災の要は想像力と言います

が、改めて気付かせていただきました。（市議会等） 

・ 被災者の方々を支える立場の皆様の貴重なご報告をありがとうございま

した。（その他） 

・ 被災地から現場のお話、支援者のお話、保険のお話から３Ｄマップまで

幅広いお話を聞くことができ、とても参考になりました。（災害関連団体） 

・ 災害支援報告だけでなく、避難所として地域の方々と一緒に課題をみる

会にしていることが、この報告会の特筆すべきところです。避難所は学

校を主体に指定されていますが学校側の関心も低いことも問題の一つで

す。引き続き、この活動を頑張ってください。私も地域の避難所運営委

員として参考にしています。（災害関連団体） 

・ 時間と共に必要な支援は、変わると言う事が印象に残りました。とても

参考になる研修でした。（相談機関） 
 

 

 



 

 

98 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 

 

地域連携災害ケア研究センター管理室 

地域連携・貢献センター 

TEL：046-291-3212 

FAX：046-271-8339 

e-mail： chiiki-koken@mlst.kanagawa-it.ac.jp  

〒243―0292 神奈川県厚木市下荻野 1030 

 

発行日 

2024 年 7 月 

                   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


	１表紙
	２目次
	３序文
	４プログラム
	５概要
	６写真
	輪島病院報告資料.ｖ3
	JHAT.v2
	厚木市職員による支援活動について.v2
	保健師派遣と医療ボランティア.v2
	能登半島地震の家屋倒壊の状況と.v2
	あつぎ3Dデジタルマップ.v2
	神奈川工科大学防災、減災に向けた.v2
	８参加申込状況
	９アンケート集計結果
	10₋奥付
	裏表紙



